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�
参
考
調
査
室
内
の
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

資
料
を
借
り
る
に
は
利
用
券

が
必
要
で
す

左
記
に
該
当
す
る
方
は
ど
な
た
で
も
利
用

券
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
越
谷
市
、
草
加
市
、
三
郷
市
、
八
潮
市
、

吉
川
市
、
松
伏
町
、
川
口
市
、
春
日
部
市

に
お
住
ま
い
の
方

・
市
内
在
学
、
在
勤
の
方

〈
申
込
み
〉

本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
学
生
証

な
ど
）
を
持
参
し
、
ご

本
人
が
直
接
各
図
書
館

（
室
）へ
お
越
し
く
だ
さ

い調
べ
た
い
こ
と
が
あ
る
時
は

２
階
に
あ
る
参
考
調
査
室
で
は
以
下
の
と

お
り
、
調
べ
物
を
す
る
と
き
に
役
に
立
つ
資

料
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

・
参
考
図
書
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
�
辞

典
・
辞
書
、
年
鑑
、
便
覧
、
白
書
、
地
図

な
ど
）

・
郷
土
資
料

・
市
内
の
小
・
中
学
校
で
採
択
の
教
科
書

・
全
国
の
電
話
帳

・
住
宅
地
図
（
越
谷
市
お
よ
び
近
隣
の
市

町
）

・
新
聞
縮
刷
版

参
考
調
査
室
内
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
絶

版
な
ど
の
理
由
で
入
手
が
困
難
な
資
料
を
閲

覧
で
き
る
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化

資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
」
や
、
新
聞
社
の
記
事

検
索
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

＊
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
際
は
利
用
券
が
必

要
で
す

近
く
の
図
書
館
に
借
り
た
い

本
が
無
か
っ
た
時
は

予
約
サ
ー
ビ
ス

市
内
図
書
館（
室
）が
所
蔵
し
て
い
る
資
料

を
希
望
の
図
書
館（
室
）へ
取
り
寄
せ
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
は
市
立
図
書
館
Ｍ
ｙ
ぺ
ー
ジ
か
ら
も

で
き
ま
す
（
利
用
券
の
登
録
番
号
と
パ
ス
ワ

ー
ド
が
必
要
で
す
）。

リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

市
内
図
書
館（
室
）が

所
蔵
し
て
い
な
い
資
料

を
借
り
た
い
場
合
、
購

入
を
検
討
し
た
り
、
ほ
か
の
図
書
館
か
ら
借

り
た
り
し
て
、
で
き
る
だ
け
ご
要
望
に
お
応

え
し
ま
す
。

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

録
音
図
書
の
貸
し
出
し

活
字
に
よ
る
読
書
に
お
困
り
の
方
に
、
本

を
音
訳
し
た
録
音
図
書
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
）、
デ
イ
ジ
ー
録
音
図
書
（
Ｃ
Ｄ
）
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
覚
に
障
が
い

が
あ
り
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

送
料
無
料
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
ら
こ
ば
と
メ
ー
ル

（
資
料
の
配
送
サ
ー
ビ
ス
）

図
書
館
に
来
館
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

で
、
代
理
で
図
書
館
に
来
る
ご
家
族
な
ど
が

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
場
合
に
は
、
お
近
く
の

地
区
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
移
動
図
書
館
、
ご
自

宅
に
本
を
配
送
し
ま
す
。

＊
配
送
は
移
動
図
書
館
の
巡
回
中
に
行
う
た

め
、
ご
希
望
の
日
時
に
伺
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

対
面
朗
読
（
事
前
予
約
制
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
方
が
ご
希
望

の
本
を
お
読
み
し
ま
す
。

簡単な操作で図
書・雑誌が借りられ
ます。市立図書館の
ほか、南部図書室、
中央図書室でご利用
いただけます。

越谷市を中心とし
た埼玉県に関係する
資料や、越谷市・埼
玉県出身で特にゆか
りの深い人物が書いた資料など、およそ
１万９，０００冊を所蔵しています。
＊閲覧のみ（一部貸し出しのできる資料
もあります）

越谷ゆかりの作家、野口冨士男（１９１１
－１９９３）の資料を収蔵、展示しています。
有識者による野口冨士男文庫運営委員会
とともに、毎年秋に
講演会と特別展を開
催しているほか、年
１回小冊子を刊行し
ています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
３
月
２８
日
か
ら

臨
時
休
館
と
し
て
い
た
市
内
の
図
書
館（
室
）で
は
、
再
開
に
向
け
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
図
書
館
が
行
っ
て
い
る
取
り
組

み
や
、
図
書
館
の
利
用
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
図
書
館
�
９
６
５
�
２
６
５
５

特
集

親
し
ま
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
て

自動貸出機

▲自動貸出機の画面

郷土資料室

▲市史や越谷のことがわかる
資料を所蔵しています

野口冨士男文庫

子どもの読書活動についての取り組み
市立図書館は令和２年度（２０２０年
度）、「子供読書活動優秀実践校・図書
館・団体文部科学大臣表彰」を受けま
した。
これは、子どもの読書活動の推進の

ために特に優秀な取り組みを行っている図書館として表彰さ
れるものです。
特におはなし会は、昭和５５年から行われており、今年で４０
年を迎えます。
今後も、本を読むことの楽しさを伝えるため、お子さん一人
ひとりと向き合い、本との縁を結ぶお手伝いをしていきます。
おはなし会など
毎週水曜日のおはなし会をはじめ、夏の子ども会やワーク
ショップなどの、本と出会うきっかけづくりとなる行事を開
催しています。
ちびうさちゃんのおへや・うさこちゃんのおへや
乳幼児とその保護者向けに、わらべうたで遊んだり、絵本
の読み聞かせを行います。「ちびうさちゃんのおへや」は０
歳・１歳のお子さん、「うさこちゃんのおへや」は２歳・３
歳のお子さんが対象です。
本の紹介
市立図書館職員のおすすめの本を、年代別でブックリスト
として紹介しています。また、夏休み中の毎週水曜日に開催
する「夏休み子ども読書くらぶ」では、職員がテーマに沿っ
て本の紹介を行います。
布絵本
布製の絵本は、読むだけでなく、触って遊んだり、さまざ
まな仕掛けを楽しむことができます。越谷市ボランティア連
絡会手づくりの会の方々によって作られています。

▲市立図書館
Ｍｙページ

▲展示コーナーの様子

▼こだま文庫の録音の様子
昭和４９年設立のボランティア団体・こだま
文庫はデイジー録音図書（CD）の製作、対面
朗読、視覚障がい者を支援する施設や図書館
の行事での朗読などの活動をしています。

１階

２階

調べたいことがある時
は、職員にお気軽にご相談
ください。必要な資料を探
すお手伝いをします。

図図
書書
館館
のの
感感
染染
防防
止止
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

貸
し
出
し
再
開
に
伴
い
、
埼
玉
県
立
図
書
館
の
感
染
防
止

対
策
お
よ
び
日
本
図
書
館
協
会
の
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
左
記
の
と
お
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
行
い
ま
す
。

・
消
毒
液
の
設
置

・
換
気
の
徹
底

・
カ
ウ
ン
タ
ー
の
定
期
的
な
ふ
き
取
り
消
毒
（
１
日
２
回
〜

３
回
お
よ
び
開
館
前
、
閉
館
後
）

・
返
却
さ
れ
た
図
書
等
は
一
定
期
間
置
い
た
の
ち
、
再
貸
し

出
し

来
館
す
る
皆
さ
ん
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
来
館

時
は
左
記
の
と
お
り
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
で
き
る
だ
け
短
時
間
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

・
人
と
の
間
隔
を
あ
け
て
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス（
社

会
的
距
離
）
を
お
守
り
く
だ
さ
い

・
来
館
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い

・
発
熱
な
ど
、
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
来
館
を
お
控
え
く
だ

さ
い

・
入
館
前
後
に
手
を
消
毒
し
て
く
だ
さ
い

＊
入
館
時
に
利
用
券
の
ナ
ン
バ
ー
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
等

の
中
止
お
よ
び
延
期
、
施
設
の
一
部
利
用
停
止
ま
た
は
臨

時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

市立図書館（東越谷４－９－１）
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市市内内
図図書書館館
ＭＭＡＡＰＰ

移
動
図
書
館

（
し
ら
こ
ば
と
号
）

２
台
の
移
動
図
書
館
「
し
ら
こ

ば
と
号
」
が
図
書
館（
室
）か
ら
離

れ
た
地
域
を
中
心
に
、
月
１
〜
２

回
程
度
、
市
内
の
小
学
校
や
公
園

な
ど
３２
カ
所
を
巡
回
し
て
い
ま

す
。
日
時
・
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
持
ち
物
〉

利
用
券
（
各
図
書

館（
室
）と
共
通
）

〈
返
却
期
限
〉

次
の
巡
回
日
ま

で

地
区
セ
ン
タ
ー
・

交
流
館
等（
配
本
図
書
）

市
内
に
あ
る
地
区
セ
ン
タ
ー
や

交
流
館
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
書
架

に
、
貸
し
出
し
で
き
る
本
が
あ
る

の
は
ご
存
知
で
す
か
。
年
に
１

回
、
図
書
館
で
予
約
多
数
の
人
気

本
や
新
し
い
本
を
配
本
し
、
各
地

域
の
読
書
活
動
の
推
進
に
努
め
て

い
ま
す
。

〈
対
象
〉

市
内
在
住
の
方

〈
手
続
き
方
法
〉

直
接
各
施
設

の
窓
口
へ

＊
貸
出
期
間
や
貸
し
出
し
で
き
る

冊
数
は
各
施
設
に
よ
り
異
な
り

ま
す

地
域
家
庭
文
庫

地
域
家
庭
文
庫
で
は
、
地
域
の

施
設
や
個
人
の
自
宅
な
ど
を
利
用

し
て
、
子
ど
も
向
け
に
本
の
貸
し

出
し
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
に
は
７

カ
所
の
地
域
家
庭
文
庫
が
あ
り
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
文
庫
は
、
図
書
館

に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
読
ん

で
ほ
し
い
本
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
、

幅
広
い
年
代
の
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
め
る
本
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
地
域
家
庭
文
庫
に
よ
る

越
谷
市
地
域
家
庭
文
庫
連
絡
会

は
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
お
は
な
し
、
わ
ら
べ
う

た
、
手
あ
そ
び
な
ど
の
行
事
を
行

う
こ
と
で
、
本
を
読
む
こ
と
の
楽

し
さ
な
ど
を
伝
え
、
地
域
に
根
ざ

し
た
読
書
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

＊
各
地
域
家
庭
文
庫
の
場
所
は
５

ペ
ー
ジ
の
市
内
図
書
館
マ
ッ
プ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

どんぐり文庫では、毎月第３金曜日に３０分程の
おはなし会を開いています。おはなし会ごとに、
季節や内容のバランスを考え、昔話の語り・わら
べうた・絵本の読み聞かせをします。また、毎月
第２金曜日は文庫のメンバーで集まり読書会を開
いています。本の感想を話し合い、子どもたちに
おすすめする本を決めるなど学びの場となってい
ます。
文庫には、絵本や読み物だけでなく、科学に関

する本も取りそろえています。子どもたちは、次
のおはなし会までの１カ月で読む本を何冊も借り
ていきます。特に、小学生が友達と一緒に来るこ
とが多いですね。おはなし会に参加した子どもた
ちには、毎回出席カードにシールを貼ります。
ほかにも、地域の小学校や地区センターへ行き、

読み聞かせやわらべうた講座、絵本の出張貸し出
しをすることもあります。
身近で小さな図書館として、子どもたちが児童

文学に触れ、一緒に楽しんだり、感動を分かち合
える居場所になれるとうれしいです。

図書館（室）
❶市立図書館（東越谷４－９－１）
❷北部図書室（恩間１８１－１）
❸南部図書室（南越谷１－２８７６６－－１１））
❹中央図書室（弥生町１６－１）

図書コーナーがある施設
1桜井地区センター
（下間久里７９２－１）
2新方地区センター
（大吉４７０－１）
3荻島地区センター
（南荻島１９０－１）
4出羽地区センター
（七左町４－２４８－１）
5南越谷地区センター
（南越谷４－２１－１）
6川柳地区センター
（川柳町２－４８５）
7大相模地区センター
（相模町３－４２－１）
8大沢地区センター
（大沢２－１０－４０）
9北越谷地区センター
（北越谷４－８－３５）
10蒲生地区センター
（登戸町３３－１６）
11けやき荘（新川町２－５５）
12くすのき荘（大杉６５５）
13ゆりのき荘（増林３－２－２）
14ひのき荘（川柳町２－５０７－１）
15こばと館（越ヶ谷４－１－１（中央市民会館内））
16赤山交流館（赤山町３－１２８－１）
17大沢北交流館（大里３２６－１）
18蒲生交流館（蒲生寿町４－９）
19南部交流館（南町１－２２－１３）
20大袋北交流館（袋山５６５－４）
21桜井交流館（大泊７３０－２）
22南越谷交流館（南越谷５－１５－４）
23リサイクルプラザ（砂原３５５）
24千間台記念会館（千間台西１－９－９）

各施設の開館時間など、
詳しくは市ホームページを
ご覧ください。
＊新型コロナウイルス感染拡大を防
ぐため、施設や図書コーナーの利
用を休止している場合があります 図書館（室） 図書コーナーが

ある施設

どんぐり文庫代表
はら が え み こ

原賀 絵三子さん
「子どもと本を
つなぐ空間を
つくりたい！」

気
軽
に
足
を
運
べ
る

地
域
の
施
設
で
本
に
親
し
む

本
を
借
り
た
い
け
ど
家
か
ら
図
書
館
が
遠
い
…
と
い
う
方
も
、
市
内

に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に
本
に
親
し
め
る
「
小
さ
な
図
書

館
」
が
多
く
あ
り
ま
す
。

▲出羽地区センター

▲どんぐり文庫の本棚

各
文
庫
の
開
庫
日

▼
あ
い
の
み
文
庫
…
毎
週
木
曜

日
、
午
後
２
時
〜
５
時

▼
あ

お
ぞ
ら
文
庫
…
第
２
・
４
水
曜

日
、
午
後
２
時
３０
分
〜
５
時

▼
ア
リ
ス
文
庫
…
第
１
・
３
水

曜
日
、
午
後
３
時
〜
５
時
（
小

学
生
対
象
読
書
ク
ラ
ブ
は
５
時

〜
５
時
３０
分
）

▼
そ
よ
か
ぜ

文
庫
…
第
１
・
３
火
曜
日
、
午

と
う

後
３
時
〜
５
時
３０
分

▼
瞳
文

庫
…
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
金
曜

日
、
第
２
月
曜
日
、
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時

▼
ど
ん
ぐ
り
文

庫
…
第
３
金
曜
日
、
午
後
３
時

〜
４
時
３０
分

▼
み
ど
り
文
庫

…
第
１
・
３
土
曜
日
、
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

＊どんぐり文庫は新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、
６月中は休庫します

地域家庭文庫
★１１ あいのみ文庫（南荻島（文教大学図書館内B１））
★２２ あおぞら文庫（蒲生（スペースゆう内））
★３３ アリス文庫（西方）
★４４ そよかぜ文庫（平方）

とう★５５ 瞳文庫（花田）
★６６ どんぐり文庫（花田（花田４丁目自治会館内））
★７７ みどり文庫（瓦曽根）
＊住所など、詳しい内容は市立図図書書館館へへおお問問いい合合わわせせくくだだささいい

●：図書館（室）
★：地域家庭文庫
■：図書コーナーが
ある施設

▲市立図書館
公式キャラクター
ニャーヤちゃんと
ミーヤさん

特集
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東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

光明院光明院光明院
★
第1・第2体育館
●

▲
至
大
袋
駅

▼至越谷駅

北
越
谷

郵便局
●

香取神社
●

郵便局
● 19

三野宮香取神社三野宮香取神社三野宮香取神社★

元
荒
川

三野宮橋325

千間台中学校

千間台小学校

千間台第四公園

順天堂大学
医学部附属
順天堂越谷病院

須賀川通り

●

●

●

●

●

埼玉県立大学

せ
ん
げ
ん
台

至
大
袋
駅
▼

東武スカイ
ツリーライン

うう

のの

すす
けけ

力力
持持
ちち
卯卯
之之
助助

こ
れ
は
今
か
ら
１
９
０
年
ぐ
ら
い
前
の
お
話
で

さ
ん
の
み
や

す
。
大
袋
地
区
の
三
野
宮
に
卯
之
助
と
い
う
人
が
い

ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
病
気
が
ち
で
、
近
所

の
子
ど
も
た
ち
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
子
ど
も
た
ち
は
、
重
た
い
石
を
持
ち

上
げ
た
り
し
て
、
力
く
ら
べ
を
し
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
ほ
か
の
子
に
持
ち
上
が
る
石
で
も
卯
之
助
に
は

持
ち
上
が
り
ま
せ
ん
。

「
ヤ
ー
イ
、
ヤ
イ
、
卯
之
助
の
い
く
じ
な
し
」

卯
之
助
は
、
悔
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

か
ら
と
い
う
も
の
、
卯
之
助
は
奮
起
一
番
、
来
る
日

も
来
る
日
も
力
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
練
習
を
続
け
ま
し
た
。

卯
之
助
が
２４
歳
の
こ
ろ
、
越
ヶ
谷
の
久
伊
豆
神
社
で
力
く
ら
べ
の
興
行
が
あ
り
ま
し

か
ん
め

た
。
こ
の
興
行
で
、
卯
之
助
は
重
さ
５０
貫
目
（
約
１
９
０
㌔
）
も
あ
る
大
き
な
石
を
持

ち
上
げ
て
周
囲
の
人
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
力
自
慢
に
な
っ
た
卯
之
助
は
、
江
戸
に
出
る
と
一
座
を
つ
く
っ
て
、
力
持

ち
を
見
せ
物
と
し
て
巡
っ
て
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
舟
の
上
に
馬
と
人
を
乗
せ
、

こ
の
舟
を
足
で
上
げ
た
り
、
米
俵
を
い
く
つ
も
持
ち
上
げ
た
り
、
酒
だ
る
を
片
手
で
持

ち
上
げ
た
り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
変
な
人
気
で
す
。
ま
た
、
行
く
先
々
の
神
社
で
は
、

大
き
な
力
石
を
持
ち
上
げ
て
は
、
こ
れ
を
奉
納
し
ま
し
た
。

塩塩
かか
けけ
地地
蔵蔵

元
禄
年
間
と
い
う
か
ら
、
今
か
ら
約
３
０
０
年
以
上
前
の
こ
と
。
大
沢
の
農
家
与
兵

衛
さ
ん
の
家
に
、
次
々
と
太
っ
た
男
の
子
が
誕
生
し
た
そ
う
で
す
。

初
節
句
も
無
事
に
済
み
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
あ
る
日
の
こ
と
、

子
ど
も
た
ち
は
高
い
熱
を
出
す
と
、
そ
の
ま
ま
意
識
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
若

い
両
親
は
、
そ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
病
気
に
、
す
っ
か
り
気
が
動
転
し
、
た

だ
オ
ロ
オ
ロ
と
す
る
ば
か
り
で
す
。
医
者
よ
薬
よ
と
八
方
手
を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
一

向
に
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
お
ば
あ
さ
ん
も
、
か
わ
い
い
孫
の
こ
と
、
気
が
気
で
は
な
く
、

あ
ち
こ
ち
の
神
や
仏
に
祈
り
ま
し
た
が
、
さ
っ
ぱ
り
治
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
あ
る
日
、

近
所
の
人
が
こ
う
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
大
沢
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
大
層
御
利
益
が

あ
る
そ
う
じ
ゃ
」。
お
ば
あ
さ
ん
は
早
速
出
か
け
て
、「
か
わ
い
い
孫
の
病
気
を
治
し
て

く
れ
る
な
ら
、
必
ず
�
塩
断
ち
�
を
い
た
し
ま
す
」
と
願
を
か
け
ま
し
た
。
塩
の
な
い

生
活
を
す
る
の
は
、
大
層
辛
抱
の
い
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
夜
の
こ
と
、
お
地
蔵
さ
ん
が
お
ば
あ
さ
ん
の

夢
枕
に
立
っ
て
言
っ
た
そ
う
で
す
。「
三
日
三
晩
の

後
、
孫
の
病
は
治
る
ぞ
や
」。
す
る
と
ど
う
で
し
ょ

う
。
お
告
げ
の
と
お
り
孫
は
み
る
み
る
元
気
に
な
り

ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
、
願
を
か
け
た
証
し
と
し

て
、
３
日
分
の
塩
を
持
っ
て
お
礼
参
り
に
出
か
け
ま

し
た
。

こ
う
み
ょ
う
い
ん

大
沢
の
光
明
院
の
お
地
蔵
さ
ん
に
塩
を
振
り
か

け
る
の
が
習
わ
し
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
以
来
の
こ

と
だ
と
い
い
ま
す
。

力
く
ら
べ
と
力
石

こ
の
話
に
登
場
す
る
力
石
と

は
、
力
く
ら
べ
や
体
力
を
養
う
た

め
に
使
わ
れ
た
石
の
こ
と
で
す
。

当
時
、
力
く
ら
べ
は
神
社
の
祭
礼

や
寺
社
の
建
築
・
補
修
を
す
る
た

め
の
資
金
集
め
と
し
て
行
わ
れ
た

ほ
か
、
興
行
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

お
り
、
庶
民
の
娯
楽
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
三
ノ
宮
卯
之
助
」
の
銘
が
刻

ま
れ
た
力
石
は
、
全
国
に
３８
個
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
東
地
方
以

外
で
は
、
山
梨
県
・
長
野
県
・
大

阪
府
・
兵
庫
県
に
残
さ
れ
て
お

り
、
全
国
で
力
持
ち
巡
業
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

市
内
に
は
三
野
宮
香
取
神
社
、
久

伊
豆
神
社
、
卯
之
助
生
家
に
合
わ

せ
て
６
個
の
力
石
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
平
成
２５
年
３
月
２９
日
に
、
市

指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

三
野
宮
香
取
神
社
に
あ
る
力
石

だ
い
ば
ん
じ
ゃ
く

は
「
大
盤
石
」
の
銘
を
持
ち
、
重

さ
が
約
５
２
０
㌔
あ
り
ま
す
。

日
本
一
の
力
持
ち

力
く
ら
べ
に
は
、
相
撲
と
同
様

に
番
付
が
あ
り
ま
す
。
卯
之
助
は

嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
年
）
６
月

に
当
時
の
最
高
位
で
あ
る
大
関
と

な
り
、「
日
本
一
の
力
持
ち
」
と

言
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
（
５０
年
く

ら
い
前
）
と
比
べ
る
と
、
お
地
蔵

様
は
、
今
よ
り
も
う
少
し
大
き
か

っ
た
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
と

き
、
本
堂
の
正
面
に
設
置
し
て
い

た
石
灯
籠
が
倒
れ
る
な
ど
大
き
な

被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
お
地
蔵
様
は
被
害
を
受
け
ず

に
済
み
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
塩
は
高
価
な
も
の

だ
っ
た
の
で
、
人
々
は
塩
を
断
っ

て
願
を
か
け
、
願
い
が
か
な
っ
た

と
き
に
は
お
礼
参
り
を
し
て
お
地

蔵
様
に
塩
を
か
け
た
そ
う
で
す
。

こ
の
塩
に
よ
っ
て
風
化
し
、
現
在

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
現
在
は
、
お
地
蔵
様
の
姿
形

を
感
じ
る
こ
と
が
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

現
在
お
地
蔵
様
は
、
本
堂
に
向

か
っ
て
左
側
に
安
置
し
て
い
ま
す

が
、
以
前
は
本
堂
を
挟
ん
で
反
対

側
に
あ
り
、
本
堂
の
建
て
替
え
と

併
せ
て
今
の
位
置
に
移
動
し
ま
し

た
。
平
成
３０
年
に
２
代
目
と
な
る

お
地
蔵
様
を
お
隣
に
建
立
い
た
し

ま
し
た
（
②
の
写
真
右
）。
初
代

の
お
地
蔵
様
も
、
２
代
目
の
お
地

蔵
様
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
で
は

厚
み
も
薄
く
な
り
、
折
れ
て
し
ま

う
危
険
も
あ
る
た
め
、
塩
は
か
け

な
い
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。

越越
谷谷
のの民民

話話

日
本
各
地
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
民
話
。
越
谷

に
も
あ
る
の
は
ご
存
じ
で
す
か
。

今
号
で
は
、
越
谷
で
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き

た
民
話
の
中
か
ら
、
４
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

民
話
っ
て

何
？

民
衆
の
中
か

ら
生
ま
れ
、

伝
承
さ
れ
て

き
た
説
話
の

こ
と
。

▲①厚みがだいぶ
薄くなっている

▲興行引札（チラシ）

▲三野宮香取神社の大盤石▲②江戸時代に建立された
塩かけ地蔵（左）

光
明
院
住
職

ひ
る

た

と
も
ゆ
き

蛭
田
智
之
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
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花田小学校

花田苑

こしがや能楽堂

スマッカラ地蔵
（花田のお地蔵様）
スマッカラ地蔵

（花田のお地蔵様）
スマッカラ地蔵

（花田のお地蔵様）

●
★

●

●

青葉
通り

新方川

元荒
川県立越谷

東高校

大相模保育所

大相模不動尊通り

●

●

★
八坂神社八坂神社八坂神社

オイテケ掘オイテケ掘オイテケ掘

至吉川市▶

スス
ママ
ッッ
カカ
ララ
地地
蔵蔵

昔
、
元
荒
川
は
、
花
田
を
ぐ
る
り
と
回
っ
て
東
小
林
（
現
在
の
東
越
谷
）
か
ら
瓦
曽

根
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
は
川
の
交
通
が
盛
ん
で
、
大
き
な
荷
物

な
ど
は
、
み
ん
な
舟
で
運
ん
だ
も
の
で
す
。

あ
る
日
の
こ
と
、
一
隻
の
舟
が
お
地
蔵
さ
ん
を
積
ん
で
花
田
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た

が
、
急
に
舟
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

「
お
地
蔵
さ
ん
は
こ
こ
で
降
り
た
い
の
に

違
い
な
い
」
船
頭
さ
ん
は
こ
う
考
え
る
と
、

お
地
蔵
さ
ん
を
降
ろ
し
て
花
田
と
増
林
の
境

に
あ
た
る
千
間
堀
の
近
く
の
古
川
の
堤
に
お

ま
つ
り
し
ま
し
た
。

花
田
の
人
々
は
、
こ
れ
を
ス
マ
ッ
カ
ラ
の

お
地
蔵
さ
ん
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
ス
マ
ッ

す
な
か
わ
ら

カ
ラ
と
は
、
砂
河
原
が
な
ま
っ
た
も
の
と
い

わ
れ
、「
ス
ナ
ッ
カ
ラ
地
蔵
」
と
呼
ぶ
人
も

い
ま
す
。

ぞ
う
り
ゅ
う

こ
の
お
地
蔵
さ
ん
の
背
中
に
は
、「
源
海
の
三
十
三
回
忌
の
供
養
の
た
め
に
造
立
。

承
応
４
年
（
１
６
５
５
年
）
の
正
月
２６
日
」
と
刻
ん
で
あ
り
、
今
か
ら
３
６
５
年
も
前

の
こ
と
で
す
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
男
の
子
は
２１
日
目
に
、
女
の
子
は
３３
日
目
に
お
宮
参
り
を

す
る
も
の
で
す
が
、
花
田
で
は
、
越
ヶ
谷
の
久
伊
豆
神
社
に
お
参
り
し
た
あ
と
、
こ
の

ス
マ
ッ
カ
ラ
の
お
地
蔵
さ
ん
に
も
お
参
り
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

オオ
イイ
テテ
ケケ
堀堀

昔
か
ら
低
地
が
広
が
り
、
川
の
多
い
越
谷
付
近
で
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
大

き
な
水
害
を
た
び
た
び
受
け
た
も
の
で
し
た
。

約
２
３
０
年
前
の
天
明
６
年
（
１
７
８
６
年
）
７
月
の
大
水
も
、
そ
の
ひ
と
つ
で
し

た
。
見
田
方
の
八
坂
神
社
わ
き
の
元
荒
川
堤
防
が
切
れ
て
、
大
相
模
の
人
家
や
田
畑
が
、

そ
れ
は
も
う
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
堤
防
の
切
れ
た
と
こ
ろ
が
、
川
底
の
よ
う

う
ち
い
け

に
く
ぼ
ん
で
し
ま
っ
て
、
大
き
な
大
き
な
内
池
が
残
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
こ
と
で
す
。
日
が
暮
れ
て
か
ら
こ
の
辺
り
を
通
る
と
、
池
の
中
か
ら「
オ

イ
テ
ケ
、
オ
イ
テ
ケ
」
と
悲
し
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
人
は
、
こ
こ

に
は
大
き
な
白
い
蛇
が
住
ん
で
い
て
、
池
の
は
た
を
通
る
人
を
水
の
中
に
引
き
ず
り
込

む
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
み
ん
な
は
こ
こ
を
�
オ
イ
テ

ケ
堀
�
と
呼
ん
で
、
誰
も
近
寄
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、
一
人
の
巡
礼
者
が
オ
イ
テ
ケ

堀
の
そ
ば
を
通
り
か
か
る
と
、
い
つ
も
の
よ
う
に

「
オ
イ
テ
ケ
、
オ
イ
テ
ケ
」
と
悲
し
い
声
が
聞
こ

え
て
き
て
、
何
も
知
ら
な
い
若
い
巡
礼
者
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
大
蛇
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
翌
日
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
村
人
た
ち
は
、

か
わ
い
そ
う
な
巡
礼
者
の
た
め
に
早
速
こ
こ
に
水

神
宮
と
弁
天
宮
を
お
ま
つ
り
し
、
池
の
主
を
慰
め

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
白
い
蛇
も
姿
を

消
し
、「
オ
イ
テ
ケ
、
オ
イ
テ
ケ
」
の
声
も
し
な

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
花
田
の
お
地
蔵
様てん

が
く
じ

昔
、
元
荒
川
は
天
嶽
寺
の
裏
か

は
な
た

ら
北
東
に
流
れ
、
花
田
地
区
を
囲

む
よ
う
に
う
回
し
、
今
の
市
立
図

書
館
が
建
っ
て
い
る
所
を
通
っ
て

流
れ
て
い
ま
し
た
（
地
図
②
参

照
）。
お
地
蔵
様
を
乗
せ
た
舟

は
、
元
荒
川
を
花
田
苑
の
先
へ
と

進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
カ
ー
ブ
を

曲
が
る
と
、
急
に
舟
が
動
か
な
く

な
り
ま
し
た
。
人
々
は
こ
こ
で
舟

か
ら
お
地
蔵
様
を
降
ろ
し
、
見
晴

ら
し
の
良
い
高
い
所
に
上
げ
て
ま

つ
り
ま
し
た
。

花
田
地
区
で
は
「
ス
ナ
ッ
カ
ラ

の
お
地
蔵
様
」
と
か
「
花
田
の
お

地
蔵
様
」
と
呼
ば
れ
、
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
元
か
ら
離

れ
た
地
域
で
は
「
ス
マ
ッ
カ
ラ
地

蔵
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
当
時
と
は
違
う
住
宅
街
の
一

角
に
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

だ
い
せ
き

お
地
蔵
様
の
台
石
に
書
か
れ
た

昔
の
文
字（
※
）を
調
べ
て
、
お
地

蔵
様
は
江
戸
時
代
の
初
め
に
江
戸

（
東
京
都
葛
飾
区
の
水
元
公
園
あ

た
り
）
か
ら
舟
で
運
ば
れ
て
来
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ひ
が
し
か
さ
い
の
し
ょ
う
か
み
の
わ
り
し
も
こ

＊（
※
）
東
葛
西
庄
上
ノ
割
下
小

あ
い
む
ら

し
ょ
う
と
く
じ

合
村

正
徳
寺

は
く
じ
ゃ

■
白
蛇
伝
説
と
オ
イ
テ
ケ
堀

大
相
模
地
区
の
見
田
方
の
八
坂

う
ち
い
け

神
社
の
裏
に
弁
天
内
池
と
い
う
巨

大
な
池
が
あ
り
ま
し
た
。
内
池
と

つ
つ
み
ど

て
み
ち

は
、
元
荒
川
の
堤
土
手
道
の
内

側
に
あ
っ
た
池
で
す
。
昔
か
ら
こ

の
池
に
は
大
き
な
白
い
蛇
が
住
ん

で
い
る
と
の
「
白
蛇
伝
説
」
が
あ

り
ま
し
た
。
た
ま
に
人
が
通
る
と

白
蛇
が
巨
大
な
姿
を
現
し
て
、
そ

の
人
を
池
の
中
に
引
き
込
む
と

人
々
は
う
わ
さ
を
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
地
元
の
人
々
は
水
の
神
様
で

べ
ん
て
ん

あ
る
弁
天
様
を
池
の
中
央
の
小
さ

な
島
に
ま
つ
り
ま
し
た
。
す
る
と

白
蛇
は
人
々
の
前
に
現
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。

こ
の
白
蛇
伝
説
が
忘
れ
ら
れ
よ

う
と
し
た
昭
和
３０
年
代
（
１
９
６

０
年
ご
ろ
）
に
な
っ
て
、
東
京
都

墨
田
区
本
所
の
「
お
い
て
け
堀
」

伝
説
が
越
谷
に
も
伝
わ
っ
た
よ
う

で
す
。
池
の
そ
ば
を
通
り
か
か
る

時
に
「
置
い
て
け
、
置
い
て
け
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
ら
、
手
に

持
っ
て
い
る
物
を
置
い
て
逃
げ
た

と
言
い
ま
す
。
本
所
の
「
お
い
て

け
堀
」
伝
説
の
影
響
を
受
け
た

「
白
蛇
伝
説
」
が
、
越
谷
の
民
話

「
オ
イ
テ
ケ
堀
」
と
し
て
広
ま
り

ま
し
た
。
地
元
由
来
の
「
白
蛇
伝

説
」
を
越
谷
の
民
話
と
し
て
後
の

世
ま
で
残
し
た
い
も
の
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会

（
会
長
・
渡
邊
和
照
さ
ん
）
所
属

か

と
う
こ
う
い
ち

加
藤
幸
一
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た

地図①

▲現在のオイテケ堀

▶
現
在
の
花
田
の
お
地
蔵
様

▶
昔
の
花
田
の
お
地
蔵
様

越越谷谷のの民民話話

天明６年の大水とは？
天明３年（１７８３年）、

浅間山の大噴火により大
量の溶岩と火山灰が噴

あがつまがわ

出。吾妻川水害を発生さ
せ、３年後に利根川流域
全体に洪水を引き起こ
し、市内では弁天内池が
できました。

地図②
8
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令和元年（2019年）住宅火災発生状況

火
災
発
生
件
数

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です

⇧ ⇩ボタンを
押す

ひもを
引く

60cm以上

1.5m以上

！

ピーピ
ー

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
際
の
注
意
点
は
？

火
災
が
発
生
し
た
際
、
炎
の
熱

や
煙
は
、
ま
ず
天
井
付
近
に
溜
ま

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
、
寝
室
の
天
井
付
近

や
階
段
の
頂
部
に
取
り
付
け
る
こ

と
で
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

た
だ
し
、
壁
や
は
り
の
ほ
か
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
は
熱
や
煙
を
感
知

す
る
妨
げ
と
な
る
た
め
、
一
定
距

離
を
と
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
次
の
よ
う
な
点
に
気
を
付
け

て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

日
々
の
手
入
れ
や
点
検
は

ど
う
や
る
の
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
感
知
部

分
に
ほ
こ
り
が
付
着
す
る
と
、
火

災
を
感
知
し
に
く
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
使
用
す
る

た
め
に
は
日
々
の
手
入
れ
が
大
切

で
す
。
一
般
的
な
手
入
れ
方
法
と

作
動
点
検
を
紹
介
し
ま
す
。

�
ほ
こ
り
や
汚
れ
を
拭
き
取
る

乾
い
た
布
を
使
用
し
て
感
知
部

分
に
付
着
し
た
ほ
こ
り
を
拭
き
取

り
ま
し
ょ
う
。

汚
れ
が
目
立
っ
て
き
た
ら
、
中

性
洗
剤
に
浸
し
て
十
分
に
絞
っ
た

布
で
本
体
の
汚
れ
を
拭
き
取
り
ま

し
ょ
う
。
汚
れ
は
、
年
１
回
を
目

安
に
拭
き
取
る
と
効
果
的
で
す
。

＊
ベ
ン
ジ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の

有
機
溶
剤
は
、
絶
対
に
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い

�
作
動
点
検
の
方
法

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
あ
る

「
ボ
タ
ン
を
押
す
」
ま
た
は
「
ひ

も
を
引
く
」
こ
と
で
、
警
報
音
が

鳴
る
か
を
確
認
で
き
ま
す
。
警
報

音
が
鳴
ら
な
い
と
き
は
、
電
池
切

れ
か
機
器
本
体
の
故
障
で
す
。
取

扱
説
明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
廃
棄
の
際
、
本
体
は
燃
え
な
い

ご
み
、
電
池
は
危
険
ご
み
で
す

ど
う
し
て
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
の
？

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
に

発
生
し
た
住
宅
火
災
は
、
２１
件
あ

り
、
そ
の
う
ち
亡
く
な
ら
れ
た
方

は
２
人
で
し
た
。
過
去
１０
年
間
に

逃
げ
遅
れ
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
約
８
割
の
住
宅
に
は
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
で
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
逃

げ
遅
れ
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に

越
谷
市
火
災
予
防
条
例
を
改
正

し
、
市
内
の
す
べ
て
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
義
務

付
け
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、
寝

室
や
階
段
用
の
煙
感
知
器
と
、
台

所
用
の
熱
感
知
器
が
あ
り
ま
す
。

使
用
す
る
場
所
に
合
わ
せ
て
適
切

な
も
の
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

寝
室
へ
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
こ
と
は
、
就
寝
時
間
帯

に
発
生
し
た
火
災
を
早
期
に
察
知

で
き
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
２
階
建

て
住
宅
で
１
階
と
２
階
そ
れ
ぞ
れ

に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
寝
室
と
併
せ
て
階
段
へ
設
置

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
調
理
用
器
具
を
取

り
扱
う
台
所
な
ど
へ
も
設
置
す
る

こ
と
で
、
火
災
の
一
層
の
早
期
発

見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

住宅用火災警報器の設置により
命が守られた事例をご紹介

１ ストーブからの出火
居住者が入浴中に住宅用火災警報器が鳴った
ため確認したところ、ストーブ付近から火が上
がっているのを発見。すぐに消火することがで
きました。
２ 近所の火災
隣の家で住宅用火災
警報器が鳴っているこ
とに気が付いたため、
すぐに１１９番通報し、
ぼやで済みました。
３ 就寝中の出火
居住者が就寝中、住宅用火災警報器の警報音
で目が覚め、確認したところ、隣の部屋から煙
が出ていたため、すぐに１１９番通報し、部屋の
一部が燃えただけで居住者にけがなどはありま
せんでした。

〈
電
気
に
よ
る
火
災
〉

梅
雨

の
時
期
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
と
プ

ラ
グ
の
隙
間
に
た
ま
っ
た
ほ
こ

り
が
湿
気
を
帯
び
て
通
電
し
、

火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
の

で
、
プ
ラ
グ
の
点
検
、
清
掃
を

行
い
ま
し
ょ
う

〈
放
火
に
よ
る
火
災
〉
毎
年
、

全
国
的
に
放
火
（
放
火
の
疑
い

を
含
む
）
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
建
物
の
周
り
に
は
、
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
、

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
時
に
出

す
な
ど
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境

を
作
り
ま
し
ょ
う

〈
花
火
に
よ
る
火
災
〉

必
ず

消
火
用
の
水
を
用
意
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
風
が
強
い
と
き
や
、

燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所

で
は
や
め
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
家
族
の
安
全
を
守
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
設
置
か
ら
長
期
間
経
過
し
て
い
る
場
合
、
内
部
の
電
子
機

器
の
劣
化
が
進
み
、
火
災
を
感
知
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
火
災
か
ら
大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
正
し

く
設
置
し
、
適
切
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
号
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所
や
点
検
方
法
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
消
防
本
部
予
防
課
�
９
７
４
�
０
１
０
３

ももししももののととききもも
安安心心だだねね♪♪

ああ
なな
たた
のの
大大
切切
なな
家家
族族
をを
守守
るる
たた
めめ
にに

知知
っっ
てて
ほほ
しし
いい

住住
宅宅
用用
火火
災災
警警
報報
器器
のの

設設
置置
とと

おお
手手
入入
れれ

寝ている最中に蹴った
布団が、電気ストーブ
に触れて煙が…。

天ぷらの鍋を火にか
けたままついついテ
レビに夢中に…。

天井に取り付ける場合

住宅用火災警報器の中心を壁やはりから６０㎝以上離します

エアコンのある部屋で天井に取り付ける場合

エアコンなどの吹き出し口から１．５m以上離します

壁面に取り付ける場合

天井から１５㎝～５０㎝以内に住宅用火災警報器の中心が
くるようにします

消防本部予防課
丸山真吾

越
谷
市
消
防
本
部
か
ら
の
お
願
い

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
注
意
し
て
ほ
し
い

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み

中性
洗剤

10
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

広
告

広
告
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小松菜は３～５株を１単位として
販売されているので、レシピで使わ
なかった小松菜はお浸しや、かきた
まスープにしてみてはいかがですか。

地
場
産
農
産
物
を

食
べ
よ
う
！

小松菜のすまし汁
お浸しやからし和えなどで食べられる小松菜。小松菜農家の皆さんにご家庭での食べ方を伺ったところ、みそ汁などの汁物で食べると教えてくれました。汁物は食材から溶け出た栄養分も一緒に食べることができます。暑くなるこれからの季節にもさっぱり食べられるよう、すまし汁を紹介します。＊このレシピは、１３ページのレシピブックには掲載されていません

（４人分）
だし汁…………７００㎖
油………………小さじ１（５㎖）酒………………小さじ１（５㎖）塩………………小さじ１（約６ℊ）しょうゆ………小さじ１と１／２（約９ℊ）小松菜…………２株（約１４０ℊ）ニンジン………１／２本（約８０ℊ）ダイコン………１／４本（約６０ℊ）ネギ……………２５ℊ
鶏肉（むね）………１００ℊ
油揚げ…………１枚（約４０ℊ）

材料

・だし汁は厚削りかつお節と煮干し（頭とわたを取って前日から水につけておく）でとるとよりおいしくなりますが、市販のだしで代用できます（市販のだしを使用する場合は、塩・しょうゆの量をお好みで調整してください）❶鶏肉をこま切れにし、酒をふって軽くもんでおく❷小松菜を３㎝幅に切り、沸騰したお湯で３０秒程ゆで、ざるに上げておく❸油揚げを湯引きして、一口大に切る❹ニンジン、ダイコンを縦に４等分し、いちょう切りにする❺ネギを斜め切りにする
❻熱した鍋に油を入れて、ニンジン、ダイコン、鶏肉を炒める❼❻に油揚げ、だし汁を入れ、軽くなじませたあと、小松菜、ネギを加える❽塩、しょうゆで味を調えて出来上がり

作り方

ちょい足し
小松菜は少し長めに熱

を加えると味が染みて子
どもも食べやすくなりま
す。これからの季節は、
ついついたくさん買って
しまうそうめんを加えて
みるのもあり☆

〈レシピブックについての問合せ〉
農業振興課（第三庁舎４階）
�963－9193

おおいいししいいレレシシピピをを
おお手手元元にに！！
市では、２０１８年・２０１９年の２年にわたり、
地産地消（地元で生産、地元で消費）を推進
する観点から、市の農産物を使ったレシピを
皆さんから募集しました。応募いただいたレ
シピでコンテストを開催し、入賞レシピをレ
シピブックにまとめて発行しています。
レシピブック２０１９は、農業振興課、広報広
聴課窓口で配布しています。また、レシピ
BOOK２０１８の配布は終了しました。レシピ
ブックは、市ホームページからもご覧いただ
けます。
ご家庭の食卓に地元の食材を取り入れてみ
てはいかがですか。

作り方を動画でご覧
いただけます。



★★★
インタビュー
ときめき

き
む
ら

あ
き
ひ
ろ

ききむむらら ああききひひろろ

★

★

★ ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
な
め
ら
か
に
動
く
ゲ
ー
ム
が
当
た
り
前
の

現
代
。
31
年
前
、
そ
の
先
駆
け
と
な
る
美
し
い
ビ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ー
ン
で
圧

倒
的
な
人
気
を
得
た
パ
ソ
コ
ン
用
ゲ
ー
ム
『
エ
メ
ラ
ル
ド
ド
ラ
ゴ
ン
』
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た
の
が
、
越
谷
出
身
の
木
村
明
広
さ

ん
。
現
在
も
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
の
世
界
で
、
魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

衝
撃
を
受
け
た

�
マ
イ
コ
ン
�
の
未
来
感

物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
興
味
を
持
っ

た
も
の
を
絵
に
描
い
て
い
た
と
い
う
木

村
さ
ん
。

「
テ
レ
ビ
が
大
好
き
で
し
た
か
ら
、

子
ど
も
番
組
で
見
た
も
の
を
絵
に
し
た

り
、
ア
ニ
メ
の
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』

も
、
小
学
生
の
こ
ろ
に
は
結
構
上
手
に

描
け
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
ね
。
中
学
生

に
な
る
と
『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』
が

黄
金
時
代
を
迎
え
て
い
て
、
見
事
に
マ

ン
ガ
に
ハ
マ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ

の
こ
ろ
は
、
自
分
が
将
来
漫
画
家
に
な

る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

け
ど
（
笑
）」

そ
ん
な
少
年
時
代
、
木
村
さ
ん
を
魅

了
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
も
の
が
パ
ソ
コ

ン
。「

当
時
は
マ
イ
コ
ン
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
が
、
一
般
家
庭
に
パ
ソ
コ
ン
が

普
及
し
始
め
た
の
が
中
学
生
の
こ
ろ

で
、
友
人
の
家
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
の

が
最
初
で
す
。
ま
さ
に�
未
来
の
象
徴
�

と
い
う
感
じ
で
、
衝
撃
を
受
け
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
実
際
、
自
分
で
パ

ソ
コ
ン
を
手
に
入
れ
た
の
は
高
校
生
の

時
で
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
か
ら
世
の

中
も
パ
ソ
コ
ン
の
人
気
が
盛
り
上
が

り
、
ハ
マ
る
に
は
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
し
た
ね
」

高
校
時
代
の
木
村
さ
ん
は
そ
の
パ
ソ

コ
ン
で
Ｃ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
）
を
描
き
、
パ
ソ
コ
ン
専
門

雑
誌
に
作
品
を
投
稿
し
て
い
た
そ
う

で
、
そ
の
投
稿
が
デ
ビ
ュ
ー
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

や
り
た
い
こ
と
を

全
部
や
っ
た
『
エ
メ
ド
ラ
』

「
高
校
を
卒
業
し
て
美
術
系
の
専
門

学
校
に
通
い
は
じ
め
た
頃
、
Ｃ
Ｇ
を
投

稿
し
て
い
た
雑
誌
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
に

来
な
い
か
と
誘
い
が
あ
っ
て
、
雑
誌
に

載
せ
る
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
描
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に

同
じ
会
社
内
で
パ
ソ
コ
ン
用
ゲ
ー
ム

『
サ
バ
ッ
シ
ュ
』
を
開
発
し
て
い
た
の

で
、
作
品
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
Ｃ
Ｇ
を
描
く
仕
事
を
任
さ
れ

た
の
が
、
デ
ビ
ュ
ー
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。
当
時
の
Ｃ
Ｇ
制
作
は
か
な

り
の
手
間
と
機
材
が
必
要
で
、
で
き
る

人
間
も
そ
れ
ほ
ど
い

ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
、
身
近
に
い
る
自

分
が
う
っ
て
つ
け
だ

と
思
わ
れ
た
ん
で
し

ょ
う
（
笑
）」
と
木

村
さ
ん
。

そ
の
『
サ
バ
ッ
シ

ュ
』
の
開
発
ス
タ
ッ

フ
が
次
に
手
が
け
た

ゲ
ー
ム
が
『
エ
メ
ラ

ル
ド
ド
ラ
ゴ
ン
』。

木
村
さ
ん
は
こ
の
作

品
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
の
ほ
か
さ

ま
ざ
ま
な
制
作
に
携

わ
り
、
作
品
は
大
ヒ

ッ
ト
。
弱
冠
２０
歳
で

人
気
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
と
な
り
ま
す
。

「
当
時
の
ゲ
ー
ム

は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ー

ン
が
あ
る
も
の
が
出

始
め
て
は
い
た
も
の

の
、
ア
ニ
メ
の
よ
う

に
動
く
ゲ
ー
ム
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
も
と
も
と
自
分
が
パ
ソ
コ
ン
を

手
に
入
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
が
、
パ
ソ

コ
ン
な
ら
一
人
で
ア
ニ
メ
が
作
れ
る
か

も
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
な
の

で
、
そ
れ
を
仕
事
と
し
て
実
現
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
が
来
た
！

と
い
う
気
持
ち

で
し
た
ね
。
だ
か
ら
自
分
が
や
り
た
か

っ
た
こ
と
す
べ
て
を
『
エ
メ
ラ
ル
ド
ド

ラ
ゴ
ン
』
で
や
っ
て
み
ま
し
た
。
絵
コ

ン
テ
や
Ｃ
Ｇ
の
細
か
い
工
程
ま
で
自
分

で
描
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
動
き
を

つ
け
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
に
は
か
な
り
骨
を
折
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
（
笑
）。
当
時
は
パ
ソ
コ
ン
の

メ
モ
リ
の
容
量
も
少
な
か
っ
た
で
す
か

ら
、
今
と
比
べ
た
ら
出
来
る
こ
と
が
非

常
に
限
定
さ
れ
る
状
況
で
し
た
け
ど
、

好
き
勝
手
に
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た

ね
」木

村
さ
ん
の
代
表
作
『
エ
メ
ラ
ル
ド

ド
ラ
ゴ
ン
』
が
生
ま
れ
て
３０
周
年
を
迎

え
た
昨
年
末
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

「
発
売
当
時
の
反
響
は
確
か
に
す
ご

か
っ
た
ん
で
す
が
、
３０
年
経
っ
て
も
こ

う
し
て
愛
し
て
も
ら
え
る
と
は
考
え
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
素
直
に
う

れ
し
い
し
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ヒ
ッ
ト
し
た
理
由
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
今
振
り
返
っ
て

思
う
の
は
、
自
分
も
含
め
開
発
者
そ
れ

ぞ
れ
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
出
来

る
限
界
ま
で
突
き
詰
め
た
結
果
か
な
と

感
じ
ま
す
ね
。
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤

を
し
ま
し
た
し
、
そ
れ
が
純
粋
に
楽
し

か
っ
た
。
そ
の
想
い
そ
の
も
の
が
ゲ
ー

ム
に
宿
っ
て
い
る
か
ら
、
長
く
愛
し
て

も
ら
え
る
の
か
な
と
」

好
き
な
こ
と
で
生
き
る
に
は

覚
悟
と
努
力
が
必
要

生
ま
れ
育
っ
た
越
谷
は
木
村
さ
ん
に

と
っ
て
ど
ん
な
存
在
か
伺
う
と
、「
子

ど
も
の
頃
の
実
家
の
周
り
は
一
面
が
田

園
風
景
で
、
空
が
と
て
も
広
か
っ
た
ん

で
す
。
夏
に
な
る
と
青
く
濃
い
空
と
白

い
雲
に
、
田
園
の
緑
が
す
ご
く
き
れ
い

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
。
そ
の
記
憶
が
今

も
鮮
明
で
、
作
品
の
中
で
風
景
を
描
く

時
に
は
必
ず
そ
の
雰
囲
気
を
思
い
出
し

ま
す
ね
」

木
村
さ
ん
は
現
在
、『
死
神
探
偵

灯
』
と
い
う
マ
ン
ガ
を
連
載
中
で
す
。

「
こ
の
作
品
は
ド
ラ
マ
の
『
相
棒
』

好
き
が
高
じ
て
生
ま
れ
た
企
画
で
す
。

み

か
じ
ま
あ
か
り

主
人
公
の
御
鹿
嶋
灯
と
い
う
女
子
高

生
は
、
多
少
『
相
棒
』
の
主
人
公
に
似

た
性
格
を
し
て
い
ま
す
ね
。だ
か
ら『
相

棒
』
好
き
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い

…
い
や
逆
に
読
ん
で
も
ら
わ
な
い
方
が

い
い
の
か
な
（
笑
）。
マ
ン
ガ
は
チ
ー

ム
で
作
る
ゲ
ー
ム
に
比
べ
て
自
分
の
好

き
な
こ
と
が
で
き
る
し
、
創
作
の
幅
が

広
い
の
が
い
い
と
こ
ろ
。
で
も
そ
の
代

わ
り
マ
ン
ガ
は
全
責
任
を
一
人
で
負
う

わ
け
で
す
か
ら
、
楽
な
世
界
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
自
分
の
よ
う
な
仕
事
に
憧
れ

る
子
ど
も
た
ち
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
職
業
に
す
る
に
は
相
応
の

才
能
に
加
え
て
、
相
当
の
覚
悟
と
努
力

が
必
要
で
す
。
そ
れ
で
も
な
お
好
き
な

こ
と
で
生
き
て

い
け
る
充
足
感

は
、
何
物
に
も

代
え
難
い
。
こ

れ
か
ら
こ
の
世

界
を
目
指
す
人

に
は
、
そ
ん
な

覚
悟
を
持
っ

て
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
」

木村 明広
きむらあきひろ／Akihiro Kimura

…プロフィール…
昭和45年、越谷市生まれ。埼玉県立越谷西
高校卒業後、美術系の専門学校に進み、在
学中の昭和63年、パソコン用RPGゲーム
『サバッシュ』のCGクリエイターとして
デビュー。翌平成元年にキャラクターデザ
インを手がけたゲーム『エメラルドドラゴ
ン』が大ヒットし、20歳という若さで人気
イラストレーターに。以降、さまざまなゲ
ームのキャラクターデザインや制作に携わ
るほか、漫画家としても活躍している。

木村さんの代表作『エメラルドドラゴン』

「子どものころ、家族で行く初詣は久伊豆神社でした。長い参道を歩きながら屋台で
あれこれ食べて、本殿に着くまでに満腹になっていたり（笑）」

ややりりたたいいここととをを限限界界ままでで突突きき詰詰めめ
たたかかららここそそ、、３３００年年もも愛愛さされれ続続けけるる
作作品品ににななっったたとと思思うう。。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
漫
画
家

木
村

明
広
さ
ん

専門学校時代に手がけた、デビュー作『サバッシュ』

イイララスストトレレーータターー・・漫漫画画家家 木木村村 明明広広 ささんん

しにがみたんてい あかり

現在連載中のマンガ『死神探偵 灯』

「死神探偵 灯」
木村さんの最新作「死神探偵 灯」
が令和２年（２０２０年）６月１５日～２８日の
期間、まんが王国にて１巻（全５話）無
料配信中！ ぜひこの機
会にご一読ください。

あらすじ
女子高生の灯は兄・正樹と同化した
死神と共に、ある目的を果たすためさ
まざまな殺人事件の解決に挑む――！
女子高生と死神のタッグで展開する異
色の推理サスペンス！ ⒸⒸNNEECC HHoommee EElleeccttrroonniiccss,,LLttdd ⒸⒸMMeeddiiaa WWoorrkkss１１９９９９４４ ⒸⒸググロローーデディィアア／／ラライイトトススタタッッフフ

ⒸⒸ小小学学館館 ⒸⒸ㈱㈱新新企企画画社社

ⒸⒸ木木村村明明広広／／ビビーーググリリーー
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こしがや行事予定こここここここここここここここここここここここここしししししししししししししししししししししししししがががががががががががががががががががががががががややややややややややややややややややややややややや行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

７月

………………………………………………………

８月

………………………………………………………

９月

❶プレーパーク■３日㈮～５日㈰
原っぱ公園（西大袋土地区画整理事業地内）

❷大相模ひまわりフェスタ
■２３日㈰ 大成町ラベンダー公園付近の畑

❸木造地蔵菩薩立像（野島地蔵尊）の御開帳
■２４日㈪ 浄山寺（野島）

❹こしがや救急フェスタ
■３０日㈰ イオンレイクタウンkaze

❺越谷市市民活動支援センター事業「第９回ななサポまつり」
■１３日㈰ 市民活動支援センターほか

❻平和展
■２９日㈫～１０月４日㈰ サンシティ展示ホール

■発行／越谷市 �３４３‐８５０１ 埼玉県越谷市越ヶ谷4‐2‐1 �048‐964‐2111（代表）FAX048‐965‐6433
■編集／市長公室広報広聴課 �048‐963‐9117（直通）
市ホームページをご覧ください。アドレスはhttp://www.city.koshigaya.saitama.jp/

広報こしがや季刊版●夏号（令和２年（２０２０年）６月）（№１３９９）
『広報こしがや季刊版』は３月・６月・９月・１２月の１５日に発行。

この印刷物は環境にやさしい
「ベジタブルインキ」を使用しています

はじめまして！ この春から広報広聴課に配属され、不
慣れな中、記事の編集や取材に奔走しています。
今回特集した図書館は、ネットから本の貸し出し予約を
して取り置きができるなど、とても便利で私自身もよく利
用しています。また、自分で新聞や雑誌を買うことがあま
りないので、図書館で無料で読めるのはとても助かってい
ます。私の息子も春から小学１年生になり、これから学校
の課題などで、図書館で調べる機会も増えると思います。
親心としては大いに図書館を活用して勉強して欲しいで
す。皆さんも親子一緒に図書館で調べものをするなどして
はいかがでしょうか？
越谷の民話シリーズも産まれてからずっと越谷に住んで
いる私にも知らないことばかりでした。知ると意外と面白い
民話なので、これからも勉強してみようと思います。（藤）

掲載している情報は６月２日現在のものです。新型コロナウイルスの感
染拡大を防ぐため、中止または延期になる場合があります。日程変更等は、
市ホームページ等で随時お知らせします。詳しくは、市ホームページ等を
ご覧いただくか、各問い合せ先にお問い合わせください。

〈問合せ先〉
❶ 青少年課 �９６３－９３０８
❷ 大相模地区センター �９８８－７３７０
❸ 生涯学習課 �９６３－９３１５
❹ 救急課 �９７４－０１０７
❺ 市民活動支援センター �９６９－２７５０
❻ 総務課 �９６３－９１４０

広
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大相模ひまわりフェスタ

プレーパーク


